
お金の心配なく学び続けたい学生のみなさんへ

2020年4月から新制度がスタートしています!

住民税非課税世帯・準ずる世帯の学生

授業料・入学金の

免除/減額
給付型奨学金の

支 給＋

2021年4月以降（学校ごとに異なります）

○2020年度に申し込めなかった人、または認定を受けられなかった人でも4月以降に申し込めます！

○収入が一定金額以下であれば、住民税非課税世帯でなくても支援の対象となる可能性があります。
（世帯収入に応じた３段階の基準で支援額が決定 ※ 学業成績・学修意欲等に関する要件も満たす必要があります。）

○特に、以下のような人も、支援対象となり得るので、制度について調べてみましょう！
・貸与型奨学金（無利子・有利子）を借りている人 ⇒ 新制度なら給付型奨学金を受けられる可能性があります

・今まで奨学金や授業料等の減免を受けていなかった人 ⇒ 支援の内容が大幅に充実するので確認してみましょう

文部科学省 特設HP 日本学生支援機構
進学資金シミュレーター

「学びたい気持ちを応援します」
（制度全体の概要を確認できま

す。）

「給付奨学金シミュレーション」
（自身が対象となるかなどを
大まかに調べられます。）

○日本学生支援機構 奨学金相談センター
電話：０５７０－６６６－３０１(月～金，9:00～20:00)

＊土日祝日，年末年始を除く。通話料がかかります。

＊給付型奨学金のほか，貸与型奨学金や返還のご相談も可能です。

○各大学･専門学校等の学生課や奨学金窓口

申込手続きのスケジュールや個別の提出書類は，

在学中の学校の学生課や奨学金窓口に相談してみましょう。

対象

支援内容

申請期間

くわしい情報はこちら 支援内容や手続きなどの相談窓口
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令和３年４月から在学採用の申込みが始まります。

各⼤学等の皆様⽅のご理解・ご協⼒により、新制度については、多くの学⽣等からの申込みをいただくことができ、⼼よりお礼申し上げます。

今後とも、⾼等教育の修学⽀援新制度の⽀援対象者としての要件を満たす学⽣等が、ひとりでも多く本制度を利⽤いただけるよう、次のポイントを踏まえ
つつ、より⼀層の周知をいただくようお願いいたします。

ポイント①

令和２年度に実施した予約採⽤（進学前）で申し込めなかった⽅であっても、４⽉以降の在学採⽤で申し込むことができます。
（新制度では、どちらで申し込んでも⽀援内容や基準は変わりません。）

授業料等減免と給付型奨学金（生活費）を併せた手厚い支援が本制度の特徴です。ポイント②

無利⼦貸与奨学⾦との併給に制限がかかることにより⼿元に⼊る現⾦が減ることを理由に、本制度への申込みを避けるケース
もあると伺っています。このような⽅には、ほとんどの場合、授業料等減免と給付型奨学⾦との⽀援を併せて受けることによ
り、全体としては今までより⼤きな⽀援を受けられることを理解いただくことが⼤切であると考えています。

本制度に少しでも興味を持った方には、ぜひ、こちらを！

より多くの学⽣・⽣徒やその保護者の⽅々に、本制度のことを知っていただけるよう、⽂部科学省と⽇本学⽣⽀援機構におい
て次のコンテンツを⽤意しています。是⾮ともご覧いただくようご案内ください。

文部科学省 特設ホームページ

「学びたい気持ちを応援します」
（制度全体の概要をご案内しています。）

日本学生支援機構 進学資金シミュレーター

「給付奨学金シミュレーション」
（自身が対象となるかなどを大まかに調べられます。）

新制度の周知にあたっての大学等の皆様方へのお願い
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